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聖
職
候
補
生
　

　
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ク

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

ひ
ょ
っ
こ
り
訪
れ
る
神
の
恵
み

　
神
様
の
恵
み
の
中
で
生
き
る
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
取
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？

ひ
と
つ
の
出
会
い
の
中
に
心
を
躍
ら
せ
る
も

の
、「
こ
れ
ほ
ど
い
い
も
の
が
わ
た
し
に
？
」

と
感
じ
さ
せ
る
瞬
間
に
こ
の
恵
み
が
あ
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

　
先
日
、外
が
見
え
る

教
会
の
事
務
室
で
の

こ
と
で
す
。ふ
と
窓
か

ら
見
る
と
、教
会
の
前

で
見
慣
れ
な
い
姿
が

ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
た

の
で
す
。話
し
に
行
く

と
、
こ
の
人
は
放
浪
の
旅
の
最
中
に
あ
る
男

性
、
以
前
は
埼
玉
の
教
会
で
居
候
し
て
い
た

が
、
牧
師
と
ち
ょ
っ
と
し
た
い
ざ
こ
ざ
に

な
っ
て
、今
は
こ
れ
と
い
う
当
て
も
な
く
、東

北
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
厳
し
い
現
在
を
淡
々
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。外
で
話
し
て
い
る
間
に
、も
う
一

人
の
人
が
話
し
か
け
た
の
で
す
。教
会
の
側
に
以

前
あ
っ
た
幼
稚
園
と
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
話
が
弾
む
の
で
す
。

　
三
番
目
に
き
た
人
（
Ｙ
さ
ん
と
し
ま
し
ょ

う
）
が
教
会
の
教
え
と
「
現
実
」
の
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
つ
い
て
語
る
と
、
放
浪
の
方
か
ら
旧
約
聖

書
の
オ
バ
デ
ヤ
、
神
様
に
背
い
た

ア
ハ
ズ
王
に
仕
え
な
が
ら
エ
リ
ヤ

の
よ
う
な
預
言
者
を
か
く
ま
っ
た

宮
廷
長
の
オ
バ
デ
ヤ
の
話
を
引
き

出
し
て
、
信
心
深
さ
と
毎
日
の
現

実
の
軋
轢
を
語
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
感
心
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
放
浪
の
方
と
私
が
一
緒
に
Ｙ
さ
ん
が
語
る

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
質
問
や
感
想
に
応
え
て

い
く
、
誰
も
予
想
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
神
様
が
こ
の
場
に
居

合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
は
本
当
に
恵
み

を
感
じ
ま
す
。
　

（
東
北
教
区
協
働
出
向
・
福
島
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
勤
務
）
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今週・来週 の 予 定

　５月２５日～６月７日

２５（日）聖霊降臨後第２主日
主教巡回　
　練馬聖ガブリエル教会
城南Ｇ教会協議会（三光）
下町Ｇ教会協議会（聖ルカ）

２６（月）広報委・ＨＰ小委員会
山手Ｇ牧師協議会（聖三一）

２７（火）銀座朝祷会
　（～２９）日本聖公会第５７（定期）

総会　　（聖バルナバ）
２８（水）月島聖公会～特別委員会
３１（土）フェスティバル連絡会

（アンデレホール）
６月
　１（日）聖霊降臨後第３主日

主教巡回　聖アンデレ教会
　２（月）インターネット特別委員会
　４（水）教区企画室

エルサレム教区協働委員会
　６（金）オウルナヌムの会

公開説教(主教座)
聖職試験委員会

　７（土）信徒講座【雨宮神父】（池袋）

◇
５
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
週
間

（
５
・
４
～
11
）
▽
名
古
屋
学
生
青
年

セ
ン
タ
ー
の
た
め
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン

の
働
き
の
た
め
▽
東
京
教
区
神
学
生

の
た
め
（
聖
霊
降
臨
後
第
２
主
日
）

◇
堅
信
受
領

５
月
18
日
　
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会

▽
溝
井
伸
彰
（
聖
ア
グ
ネ
ス
）

　
▽
横
浜
教
区
主
教
就
任
式
　
同
教

区
主
教
に
選
出
さ
れ
て
い
た
三
鍋
裕

司
祭
は
５
月
９
日
付
で
「
主
教
被
選

者
」
と
な
り
、
６
月
20
日
（
金
）
に

行
な
わ
れ
る
主
教
按
手
式
・
横
浜
教

区
主
教
就
任
式
に
臨
ま
れ
る
。
そ
の

た
め
空
席
と
な
る
管
区
総
主
事
は
、

来
週
の
総
会
時
（
２
面
に
関
連
記

事
）
に
、
主
教
会
指
名
・
総
会
承
認

に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。

　
▽
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
《
文
化
財
で
聴
く
オ
ル
ガ
ン

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
》
　「
西
の

響
き
東
の
響
き
～
管
楽
器
と
し
て
の

オ
ル
ガ
ン
」、①
西
の
響
き
＝
６
月
７

日
（
土
）
14
時
。
演
奏
＝
ブ
ラ
ス
ア

ン
サ
ン
ブ
ルLa

 fo
rt
e

、
岩
崎
真
実

子
。
２
千
円
。
照
会
＝
03
（
５
３
７

０
）
３
０
３
８
。
②
＝
今
秋
開
催
。

　
▽
春
の
バ
ザ
ー
２
　
・
聖
マ
ル
コ

教
会
＝
６
月
１
日
（
日
）
12
時
～
14

時
半
　･

葛
飾
茨
十
字
教
会
＝
６
月

８
日
（
日
）
11
時
半
～
14
時

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告
　
　
　（
５
月
16
日
）

＊
「
君
が
代
・
日
の
丸
」
問
題
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
（
人
権
委
員
会
共
同
）

の
活
動
報
告
。

＊
今
年
度
第
２
回
協
議
会
開
催
＝
７

月
５
日
（
土
）
午
後
、
聖
バ
ル
ナ
バ

教
会
。
講
演
会
「
『
強
制
』
か
ら
自
由

で
あ
る
た
め
に
～
前
記
「
問
題
」
と

関
連
し
て
２
信
徒
か
ら
話
を
聞
く
会

～
」
と
、
協
議
会
の
２
部
制
。
諸
準

備
、
議
案
の
検
討
（
継
続
）
等
。

＊
毎
月
実
施
中
の
懇
談
会
は
、
次
回

５
月
28
日
（
水
・
14
時
～
16
時
、
教

区
会
館
）
か
ら
「
聖
マ
ル
コ
」
聖
書

勉
強
会
も
兼
ね
る
。

＊
「
８
・
15
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
発

行
企
画
、「
一
日
研
修
会
」
秋
期
企
画

等
の
協
議
（
継
続
）
。

＊
そ
の
他

　
▽
日
本
聖
公
会
第
57
（
定
期
）
総

会
　
２
年
ご
と
の
開
催
で
今
週
27
日

（
火
）
～
29
日
（
木
）
、
日
本
聖
公
会

セ
ン
タ
ー（
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
）で
。

東
京
教
区
か
ら
は
植
田
主
教
議
員
、

聖
職
・
信
徒
代
議
員
各
２
人
（
河
野

裕
道
・
山
野
繁
子
司
祭
、山
田
益
男
・

松
田
正
人
）
が
出
席
予
定
。

　
▽
信
徒
講
座
〈
旧
約
聖
書
と
新
約

聖
書
〉
　
信
仰
と
生
活
委
員
会
主
催

に
よ
り
２
回
。①「
新
約
聖
書
に
と
っ

て
旧
約
聖
書
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
る
か
」
＝
６
月
７
日
（
土
）
14
時

～
16
時
、
②
「
新
約
聖
書
に
お
け
る

旧
約
引
用
」
＝
19
日
（
木
）
19
時
～

21
時
。
講
師
は
雨
宮
慧
神
父
（
カ
ト

リ
ッ
ク
司
祭
・
上
智
大
学
神
学
部
教

授
）
。
会
場
は
い
ず
れ
も
池
袋
聖
公

会
。
参
加
費
各
５
百
円
。
照
会
先
＝

教
区
事
務
所
宣
教
主
事
宛
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･
･

》

　
　
　
　
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会

　
初
め
て
の
女
性
司
祭
に
多
少
の
と

ま
ど
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
司
祭
の

明
る
さ
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
案
ず
る

こ
と
な
く
こ
の
４
月
で
１
年
に
…
。

　
少
子
化
の
波
は
わ
が
教
会
に
も
及

び
日
曜
学
校
は
只
今
休
校
中
で
す
。

し
か
し
Ｓ
Ｓ
卒
業
の
中
高
生
が
ア
グ

ネ
ス
ユ
ー
ス
と
名
称
を
変
え
、
年
４

回
第
１
日
曜
に
礼
拝
の
一
端
を
担
っ

て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
信
徒
の
大
部
分
は
こ
の
礼
拝
堂
に

愛
着
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
も

年
を
経
て
大
改
修
か
新
築
か
を
選
択

す
る
時
が
き
て
お
り
ま
す
。
２
年
後

に
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
教
会
を
ど

の
よ
う
に
し
て
ゆ
く
か
、
真
剣
に
祈

り
考
え
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  

　
　
　(

石
橋
政
子)
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
76

 
 

こ 

ど 

も 

フ 

ェ 

ス 

タ

　
教
区
日
曜
学
校
連
絡
会
・
ス
タ
ッ

フ
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
は
、
５
月
５
日
の

こ
ど
も
の
日
に
、
「
こ
ど
も
フ
ェ
ス

タ
・
イ
ン
・
月
島
」
と
銘
打
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
、
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の
園
庭

を
会
場
に
開
催
し
た
。
参
加
者
は
子

ど
も
大
人
合
わ
せ
て
延
べ
約
１
５
０

人
。
午
前
中
は
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
わ
た
あ
め
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
の
食
事
出
店
と
、
輪
投

げ
、
釣
り
堀
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
、
午

後
は
綱
引
き
、
玉
入
れ
、
お
煎
餅
食

い
競
争
な
ど
の
ミ
ニ
運
動
会
を
、
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
ん
だ
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
高
橋
顕
司
祭
は
、

「
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
教
会･

礼
拝
堂
か
ら
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
や

大
人･

保
護
者
の
方
々
が
参
加
く
だ

さ
っ
た
。
何
よ
り
も
、
参
加
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
初
め
て
会
っ

た
友
達
と
も
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
。
み
ん
な
神
さ
ま
の

家
族
だ
ね
、
と
深
く
実
感
で
き
た
素

晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
…
。
ご
協
力
を

本
当
に
感
謝
…
」
と
語
り
、
怪
我
や

事
故
も
な
く
終
了
し
た
こ
と
に
ほ
っ

と
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
信
仰
と
生
活
委
員
会
の

「
子
ど
も
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
部
会
」か
ら

派
生
し
た
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
。
各

現
場
の
教
会･

日
曜
学
校
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
分
か
ち
合
い
、「
子
ど
も

の
声
が
溢
れ
る
教
会
を
目
指
し
て
」

を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
び

の
会
や
「
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
」
の
発

行
な
ど
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

中
で
今
回
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
は
発

足
当
初
か
ら
の
念
願
の
企
画
で
、
子

ど
も
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

準
備
を
重
ね
、
期
待
を
こ
め
て
き
た

大
催
事
で
あ
っ
た
。
各
教
会
の
事
情

や
場
所
、
日
程
の
関
係
も
あ
り
、
出

店
の
申
込
み
が
少
な
い
な
ど
の
課
題

も
あ
っ
た
が
、
出
店
で
き
な
い
代
り

に
景
品
類
の
献
品
を
し
て
く
れ
た
教

会
や
個
人
的
に
手
助
け
し
て
く
れ
た

人
も
多
く
、
東
京
教
区
の
も
っ
て
い

る
底
力
を
感
じ
た
。
　

　
日
曜
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い

る
と
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
元
気
さ
に
パ

ワ
ー
を
貰
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

は
ず
。
今
回
、
園
庭
に
響
い
た
子
ど

も
た
ち
の
声
は
、
私
た
ち
へ
の
最
高

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
　
渡 

辺 

康 

弘


